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早発症の予後調査．第 30回日本思春期学会，福岡，2011年 8月 27日．（第 20回日本思春期学会
総会・学術集会抄録集, 2011） 
 
池田伴衣、柴原浩章、岡島毅、近澤研郎、島田和彦、平野由紀、鈴木達也、小山伸夫、鈴木

光明：ART妊娠成立症例における Anti- Mullerian Hormone (AMH)値の特徴.第 29回日本受精着床
学会、東京、2011年 9月 9日. 
 
池田伴衣、渡辺尚、川合志奈、中村繁、中井秀郎、松原茂樹、鈴木光明：性成熟期に発見され

た小陰唇癒着症。第 122回関東連合産婦人科学会	 横浜	 2011年 10月 30日	 （関東連合産婦人
科学会誌	 2011；48：349） 
 
今井賢、桑田知之、廣瀬典子、大丸貴子、高橋宏典、薄井里英、泉章夫、渡辺尚、松原茂

樹、鈴木光明. 慢性早剥羊水過少症候群（CAOS）：羊水過少急速進行例. 第 47回日本周産期・新
生児医学会総会	 2011年 7月 11日	 札幌	 （日本周産期・新生児医学会雑誌	 47；331；2011） 
 
石橋 宰、大口  昭英、石川 源、平嶋  周子、高橋  佳代、松原  茂樹  、竹下 俊行 、瀧澤 俊広：
妊婦血漿中での HSD17B1 の検出と妊娠高血圧腎症発症例におけるその動態。第32回日本妊娠高
血圧学会	 金沢	 2011年10月15日 
 
木村円、大丸貴子、渡辺尚、池田伴衣、浅田京子、藤原寛行、松原茂樹、鈴木光明。子宮頸

がん予防ワクチン接種の実態調査	 −当科でのアンケート結果からー	 第 36 回栃木県母性衛生学
会学術集会	 宇都宮	 2011年 6月 26日 
 



菊池邦生、アリモハメド、羅善順、石橋宰、石川朋子、瀧澤敬美、倉品隆平、石川源、右田真、大

口昭英、松原茂樹、竹下俊行、瀧澤俊広：胎盤由来エクソソームを介した胎盤—母体間コミュニ
ケーション。（シンポジウム）第 19 回日本胎盤学会総会	 東京	 2011 年 10 月 1 日	 （同抄録集
53） 
 
小柳貴裕、嵯峨	 泰、高橋詳史、竹井祐二、佐藤尚人、町田静生、種市明代、藤原寛行、

鈴木光明：子宮体癌の進展における新規腫瘍血管新生因子バソヒビン-2の役割. 第 52回日本臨床
細胞学会.福岡、2011年 5月 21日. 
 
桑田知之、松原茂樹、齊藤	 裕、岡島	 毅、薄井里英、泉	 章夫、渡辺	 尚、鈴木光明：

巨大前置血管：前置血管が羊水腔だと誤認されていた症例。第 63回日本産科婦人科学会総会	 大
阪国際会議場	 2011年 8月 30日。（日本産科婦人科学会雑誌 2011；63（2）644） 
 
桑田知之、松原茂樹、谷口信行、泉章夫、鈴木光明：子宮頸部前後唇輝度差を用いた子宮頸部

硬度測定法の考案、及び頸管短縮症例への応用。第 84回日本超音波医学会学術集会	 東京	 2011
年 5月 27日。（超音波医学 38; 242:2011） 
 
桑田知之、松原茂樹、薄井里英、渡辺尚、鈴木光明：前羊水と誤認しかけた前置血管例。第

19回日本胎盤学会総会	 東京	 2011年 10月 1日	 （同抄録集 20） 
 
町田静生、藤原寛行、斉藤裕、高橋寿々代、種市明代、竹井裕二、嵯峨泰、久保野幸子、河

田浩敏、鈴木光明:	 腹水細胞診で異型細胞を認めた未熟奇形腫(G3)の 1例.	 第 52回日本臨床細
胞学会.	 福岡、平成 23年 5月 20―22日.	  
 
町田静生、藤原寛行、竹井裕二、種市明代、高橋詳史、高橋寿々代、佐藤尚人、嵯峨泰、

鈴木光明 : 本県における公費助成による子宮頸がん予防ワクチン接種状況.	 第 50 回日本婦人科
腫瘍学会.	 札幌、平成 23年 7月 22―24日.	  
 
町田静生、高橋詳史、小柳貴裕、高橋寿々代、佐藤尚人、種市明代、竹井裕二、嵯峨泰、

藤原寛行、鈴木光明：初発卵巣明細胞腺癌および再発癌に対するプラチナ製剤、イリノテカン併

用療法.	  第 49回日本癌治療学会.	  名古屋、2011年 10月 27-29日. 
 
森澤宏行、藤原寛行、町田静生、久保野幸子、種市明代、高橋寿々代、竹井裕二、嵯峨泰、

福嶋敬宣、鈴木光明：サイトピックによる妊婦健診時子宮頚部細胞診の検討．第 52回日本臨床細
胞学会総会（春期大会）．横浜、2011年 5月 21日． 
 
中村菜美子、桑田知之、石田洋一、廣瀬典子、大丸貴子、奥野さつき、薄井里英、泉章夫、

渡辺尚、松原茂樹、鈴木光明. 妊婦重心・ふらつきと妊娠経過との関連；重心動揺計による計測. 
第 47回日本周産期・新生児医学会総会	 2011年 7月 12日	 札幌	 （日本周産期・新生児医学会
雑誌	 47；388；2011） 
 
奥野さつき、桑田知之、石田洋一、廣瀬典子、大丸貴子、薄井里英、泉章夫、渡辺尚、松



原茂樹、鈴木光明. 子宮内仮性動脈瘤 3例：secondary PPH では超音波ドプラ検査が必要である. 
第 47回日本周産期・新生児医学会総会	 2011年 7月 11日	 札幌	 （日本周産期・新生児医学会
雑誌	 47；315；2011） 
 
大口昭英、平嶋周子、高橋佳代、鈴木寛正、松原茂樹、鈴木光明：血管新生関連因子と妊娠

高血圧腎症発症リスク：妊娠コホート 1521 例の前向き追跡研究。第 63 回日本産科婦人科学会総
会	 大阪国際会議場	 2011年 8月 30日。（日本産科婦人科学会雑誌 2011；63（2）529） 
 
大口昭英：妊娠36週未満発症妊娠高血圧腎症の発症予知。第19回日本胎盤学会学術集会	 シンポ
ジウム１シンポジウム1「血管増殖因子と胎盤」	 東京ステーションコンファレンス	 2011年9月
30日。 
 
大口昭英 、大丸貴子、高橋佳代、三木明徳、板倉敦夫、高木 耕一郎 、竹田 善治 、鈴木 佳
克 、松原 茂樹 、鈴木 光明：妊婦の家庭血圧複数回測定に伴う血圧値の変化:多施設共同研究。
第32回日本妊娠高血圧学会	 金沢	 2011年10月15日 
 
大丸貴子、渡辺尚、池田伴衣、淺田京子、藤原寛行、松原茂樹、鈴木光明：当科における子

宮頸がん予防ワクチン接種の実態調査。第 63回日本産科婦人科学会総会	 大阪国際会議場	 2011
年 8月 30日。（日本産科婦人科学会雑誌 2011；63（2）479） 
 
大丸 貴子 、大口 昭英 、高橋 佳代 、三木 明徳 、板倉 敦夫 、高木 耕一郎 、竹田 善治 、
鈴木 佳克 、松原 茂樹 、鈴木 光明：正常妊婦における白衣効果の頻度と血圧 3 回連続測定法
との関連について	 第32回日本妊娠高血圧学会	 金沢	 2011年10月15日 
 
大丸貴子、大口昭英、桑田知之、有賀治子、高橋佳代、薄井里英、渡辺尚、泉章夫、松原

茂樹、鈴木光明. 妊娠蛋白尿診断ツールとしての血中 sFlt-1, sEng値の可能性：症例報告. 第 47
回日本周産期・新生児医学会総会	 2011 年 7 月 11 日	 札幌	 （日本周産期・新生児医学会雑誌	 
47；355；2011） 
 
嵯峨	 泰、高橋詳史、小柳貴裕、竹井裕二、町田静生、種市明代、佐藤尚人、藤原寛行、

鈴木光明：卵巣癌細胞に対する血管新生ネガティブフィードバック調整因子バソヒビン 1の効果. 
第 52回日本臨床細胞学会、福岡、2011年 5月 21日. 
 
嵯峨 泰、王冬冬、佐藤尚人、野中宏亮、高橋詳史、町田静生、種市明代、竹井祐二、藤原
寛行、鈴木光明：卵巣癌細胞で高頻度に発現するインドール酸素添加酵素（IDO）は腫瘍免疫寛
容に関与し有用な分子標的となりうる. 第 10回日本婦人科がん分子標的研究会.島根、2011年 7
月 1日.  
 
嵯峨	 泰、野中宏亮、佐藤尚人、町田静生、種市明代、竹井裕二、藤原寛行、鈴木光明：

卵巣粘液性癌の抗癌剤抵抗性は E-カドヘリンを介した強固な細胞間結合に依存する. 第 63回日本
産科婦人科学会.大阪、2011年 8月 30日. 
 



嵯峨	 泰、野中宏亮、佐藤尚人、高橋詳史、小柳貴裕、町田静生、種市明代、竹井裕二、

藤原寛行、鈴木光明：卵巣粘液性癌の E-カドヘリンを介した細胞集塊形成と抗癌剤抵抗性. 第 50
回日本臨床細胞学会.東京、2011年 10月 23日. 
 
齋藤こよみ、桑田知之、薄井里英、泉章夫、渡辺尚、松原茂樹、鈴木光明、田附裕子、前田

貢作：EXIT手術；先天性上気道閉鎖症（CHAOS）の出生前診断と周産期管理。栃木県産婦人科医
報	 2010；37：53-56（昨年未掲載） 
 
坂本有希、桑田知之、齋藤こよみ、近澤研郎、薄井里英、泉章夫、渡辺尚、松原茂樹、鈴

木光明、中田学：術中総腸骨動脈バルーンカテーテル法併用 casarean hysterectomy：既往帝切創
部癒着（穿通）胎盤の症例。栃木県産婦人科医報	 2010；37：41-44（昨年未掲載） 
 
佐藤尚人、嵯峨泰、野中宏亮、竹井祐二、高橋詳史、小柳貴裕、町田静生、種市明代、藤

原寛行、鈴木光明：子宮頸癌細胞におけるインドール酸素添加酵素（IDO）発現と腫瘍進展に関
する検討. 第 52回日本臨床細胞学会.福岡、2011年 5月 21日. 
 
佐藤尚人、嵯峨泰、野中宏亮、竹井祐二、高橋詳史、町田静生、種市明代、藤原寛行、鈴

木光明：腫瘍免疫寛容に関与するインドール酸素添加酵素（IDO）は子宮頸癌細胞で高頻度に発現
し、有用な分子標的となりうる. 第 63回日本産科婦人科学会.大阪、2011年 8月 30日. 
 
佐藤友美、渡辺尚、山口岳彦、山中佑次、松原茂樹、鈴木光明：思春期女子にみられた両側小

陰唇から発生した海綿状リンパ管腫。栃木県母性衛生学会雑誌 2011；37：9 
 
柴原浩章、郡山純子、橋元粧子、近澤研郎、池田伴衣、島田和彦、白石康子、平野由紀、

鈴木達也、鈴木光明：抗精子抗体を保有する免疫性不妊男性における受精障害作用の多様性. 
第 30回日本アンドロロジー学会、東京、2011年 7月 22日. 
 
柴原浩章、池田伴衣、島田和彦、平野由紀、鈴木達也、四反田由紀、田村恵理子、西脇京

子、山口千恵子、角田啓道、黒川真輔、森田辰男、鈴木光明：当科における 16年間の ART診
療成績と将来展望. 第 74回栃木県産科婦人科学会、宇都宮、2011年 9月 4日. 
 
島田和彦、柴原浩章、橋元粧子、大井朝子、徳永誠、平野由紀、鈴木達也、高見澤聡、鈴

木光明: Vitrification法は緩慢凍結法より融解時胚生存率が高い. 第 63回日本産科婦人科学会、大
阪、2011年 8月 29日. 
 
島田和彦、近澤研郎、高橋寿子、池田伴衣、鈴木達也、柴原浩章、鈴木光明： 
子宮内膜症合併不妊女性の異所性妊娠率と流産率に関する検討. 第 29回日本受精着床学会、東京、
2011年 9月 9日. 
 
島田宗昭、藤原寛行、佐藤誠也、上垣憲雅、浪花	 潤、佐藤慎也、大石徹郎、板持広明、竹井裕

二、町田静生、鈴木光明、原田	 省、紀川純三：濃度曲線下面積（AUC）予測式に基づくネダプ
ラチン推奨投与量に関する第 Ⅰ相試験. 第 49回日本癌治療学会.名古屋、2011年 10月 29日. 



 
白石康子、柴原浩章、郡山純子、平野由紀、鈴木達也、鈴木光明：[優秀演題賞候補プログラ
ム] 精子不動化抗体陽性不妊男性の血中抗体が認識する新規抗原タンパクの同定. 第 63 回日本産
科婦人科学会、大阪、2011年 8月 30日. 
 
白石康子、柴原浩章、郡山純子、平野由紀、鈴木達也、鈴木光明：免疫性不妊症男性の血中

精子不動化抗体が認識する対応抗原タンパクの解析. 第 26 日本生殖免疫学会、名古屋、2011 年
12月 2日. 
 
鈴木達也、柴原浩章、近澤研郎、淺田京子、徳永  誠、島田和彦、平野由紀、高見澤  聡、
鈴木光明：累積妊娠率からみた生殖補助医療（ART）の限界. 第 63回日本産科婦人科学会、大阪、
2011年 8月 29日. 
 
鈴木達也、柴原浩章、近澤研郎、池田伴衣、島田和彦、平野由紀、鈴木光明: 精液検査WHO
ラボラトリーマニュアル(第 5版)の改訂により男性不妊症例は半減する. 第 56回日本生殖医学会、
横浜、2011年 12月 8日. 
 
田附裕子、前田貢作、柳澤智彦、馬場勝尚、辻由貴、高橋尚人、矢田ゆかり、小池泰敬、桑田知

之、松原茂樹：胎児診断された先天性上気道閉塞症候群の EXIT法による 1救命例	 第 114回日
本小児科学会学術集会	 2011年 8月 12日	 棟強	 （日本小児科学会雑誌	 115；695；2011） 
 
田口玲奈、松原茂樹：鍼通電療法による機能性月経困難症の症状緩和：症例報告。第 63回日本産
科婦人科学会総会	 大阪国際会議場	 2011年 8月 30日。（日本産科婦人科学会雑誌 2011；63（2）
721） 
 
高橋宏典、菊地邦生、松原茂樹、鈴木光明、瀧澤俊広。栄養膜浸潤における接着分子 CD44 の
役割：浸潤能解析。第 19回日本胎盤学会総会	 東京	 2011年 10月 1日	 （同抄録集 66） 
 
高橋詳史、嵯峨泰、小柳貴裕、竹井祐二、町田静生、種市明代、佐藤尚人、藤原寛行、鈴

木光明：バソヒビン 2は新規血管新生因子であり、卵巣癌の腹膜播種形成に関わる. 第 52回日本
臨床細胞学会.福岡、2011年 5月 21日. 
 
高橋詳史、嵯峨泰、佐藤尚人、町田静生、種市明代、竹井裕二、藤原寛行、鈴木光明：Vasohibin-2
は新規腫瘍血管新生因子であり、卵巣癌治療における有用な分子標的となりうる. 第 24回関越DIF
研究会. 東京、2011年 2月 19日. 
 
高橋詳史、嵯峨泰、小柳貴裕、竹井裕二、佐藤尚人、町田静生、種市明代、藤原寛行、佐

藤靖史、鈴木光明：卵巣癌の進展における Vasohibin-2の役割と、これを標的とした分子標的・遺
伝子治療. 第 10回日本婦人科がん分子標的研究会. 松江、2011年 7月 2日. 
 
高橋詳史、嵯峨泰、竹井裕二、佐藤尚人、町田静生、種市明代、藤原寛行、鈴木光明：癌

細胞に発現する Vasohibin-2は新規の血管新生因子であり、卵巣癌治療における有用な分子標的と



なりうる. 第 63回日本産科婦人科学会. 大阪、2011年 8月 29-31日. 
 
高橋詳史、藤原寛行、森澤宏行、佐藤尚人、町田静生、竹井裕二、嵯峨泰、鈴木光明：子

宮内膜細胞診における偽陰性症例の検討. 第 25回日本臨床細胞学会関東連合会. 横浜、2011年 9
月 10日.  
 
高橋詳史、藤原寛行、大和田倫孝、町田静生、竹井裕二、嵯峨泰、鈴木光明：子宮体癌症例

における子宮内膜細胞診の精度. 第 50回日本臨床細胞学会秋期大会. 東京、2011年 10月 22-23
日. 
 
竹井裕二、藤原寛行、野中宏亮、高橋詳史、佐藤尚人、町田静生、種市明代、嵯峨泰、鈴

木光明：卵巣明細胞腺癌は粘液性腺癌と比較し、初期癌、完全切除例において予後不良である. 第
63回日本産科婦人科学会.札幌、2011年 8月 29-30日. 
 
瀧澤俊広、石橋	 宰、大口昭英、倉品隆平、石川	 源、平嶋周子、高橋佳代、泉	 章夫、米山

剛一、朝倉啓文、松原茂樹、竹下俊行：妊娠高血圧症候群に関する microRNA とその標的遺伝子
HSD17B1 の同定：新たな予知マーカーの開発。第 63 回日本産科婦人科学会総会	 大阪国際会議
場	 2011年 8月 30日。（日本産科婦人科学会雑誌 2011；63（2）708） 
 
種市明代、藤原寛行、竹井裕二、町田静生、嵯峨泰、鈴木光明：子宮内膜症に対するジェノ

ゲストと低用量ピルの治療効果および副作用の検討. 第 32回日本エンドメトリオーシス学会. 東
京、2011年 1月 22-23日. 
 
種市明代、藤原寛行、高橋詳史、竹井裕二、町田静生、嵯峨泰、鈴木光明：卵巣胚細胞腫瘍

42例の検討から―予後不良症例と妊孕性温存による生殖機能の評価―. 第 63回日本産科婦人科学
会. 大阪、2011年 8月 29-31日. 
 
戸代原加奈、町田静生、昇千穂美、木村円、近澤研郎、佐藤友美、廣瀬典子、池田伴衣、

種市明代、竹井裕二、藤原寛行、鈴木光明: 当科で経験した卵巣甲状腺腫７例の臨床的特徴. 第
122回関東連合産科婦人科学会.	  横浜、2011年 10月 30日.	  
 
薄井里英、渡辺	 尚、斎藤	 裕、有賀治子、大丸貴子、廣瀬典子、今井	 賢、木村	 円、

昇千穂美、桑田知之、松原茂樹、鈴木光明：当科における先天性血栓性素因合併妊婦の妊娠分

娩管理．第 21 回日本産婦人科・新生児血液学会 学術集会、大阪、2011 年 6 月 10 日（日産婦新
生児血会誌 21:S15-16, 2011） （同学会最優秀演題賞「真木賞」受賞） 
 
吉田智香子、藤原寛行、竹井裕二、嵯峨泰、町田静生、種市明代、高橋寿々代、池田伴衣、

森澤宏行、鈴木光明：妊娠合併卵巣腫瘍症例の検討．第 121回関東連合産科婦人科学会総会学術
集会．東京、2011年 6月 12日． 
 
  



著書・総説 
 
藤原寛行：月経困難症. In 梶井英治（監）：治療薬・治療指針. 東京	 羊土社、540-545, 2011. 
 
藤原寛行：婦人科感染症. In 梶井英治（監）：治療薬・治療指針. 東京	 羊土社、546-551, 2011. 
 
藤原寛行、鈴木光明/小原	 泉: 子宮全摘術後・卵巣嚢腫摘出術後ドレナージ. In永井秀雄、中村
美鈴（編）ドレーン＆チューブ管理マニュアル. 東京	 学研、171-174, 2011. 
 
藤原寛行、鈴木光明/小原	 泉: 後腹膜リンパ節郭清術後ドレナージ. In永井秀雄、中村美鈴（編）
ドレーン＆チューブ管理マニュアル. 東京	 学研、175-178, 2011. 
 
平野由紀、柴原浩章、鈴木光明：ARTの進歩. 産婦人科レビュー2011.  
(監) 木村	 正、他、総合医学社. pp 204-211, 2011. 
 
鰭市郎、松原茂樹、分担研究報告；母子健康手帳の使い勝手に関する調査（岐阜県および栃木県）	 

厚生労働科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業）「わが国における新しい妊

婦健診体制構築のための研究」平成 22年度総括・分担研究報告書	 （2011年 3月：研究代表者；
松田義雄）pp47-54 
 
川鰭市郎、松原茂樹、分担研究報告；母子健康手帳の使い勝手に関する調査（岐阜県および栃木

県）	 厚生労働科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業）「わが国における新

しい妊婦健診体制構築のための研究」平成 20-22年度総括・分担研究報告書	 （2011年 3月：研
究代表者；松田義雄）pp	 122-129. 
 
郡山純子、柴原浩章：受精と免疫 (抗精子抗体、抗透明帯抗体). (In) 生命の誕生に向けて（第ニ
版）. 生殖補助医療 (ART)	 胚培養の理論と実際. 日本哺乳動物卵子学会編, 近代出版. pp128-132, 
2011. 
 
桑田知之、松原茂樹：胎動カウントの有用性と問題点。周産期医学	 2011;41:519-522. 
 
町田静生、鈴木光明：産婦人科救急マニュアル	 婦人科領域	 ３．胸水・腹水貯留.	 産科と婦人
科	 78 suppl: 150-154, 2011 
 
松原茂樹、大口昭英：論文を書く。松原茂樹（監修）臨床研究と論文作成のコツ	 東京医学社	 東

京	 2011	 pp289-304、334-346、380-398 
松原茂樹（監修）松原茂樹、大口昭英、名郷直樹（著）。臨床研究と論文作成のコツ	 東京医学

社	 東京	 2011	 pp1-398 
 
松原茂樹他（監修）レヴューブック産婦人科	 2011	 Medic Media 東京	 pp1-262 
 
松原茂樹：研究・論文事始め。松原茂樹（監修）臨床研究と論文作成のコツ	 東京医学社	 東京	 



2011	 pp5-11 
 
松原茂樹：論文を書く。松原茂樹（監修）臨床研究と論文作成のコツ	 東京医学社	 東京	 2011	 
pp	 264-398 
 
松原茂樹：合併症妊娠「代謝内分泌疾患」「自己免疫疾患」「精神神経疾患」「感染症」（編集）岡

井崇、綾部琢哉	 標準産科婦人科学	 第 4版	 医学書院、東京,	 pp410-425. 
 
松原茂樹：日本語がおかしい！「臨床研究と論文作成のコツ」出版とその後の CRST (自治医大オ
ープンラボ News Letter vol.50, Oct, 2011) 
 
松原茂樹：妊娠中・授乳中のくすりの使い方。栃木県病院薬剤師会誌	 2011;83:63-66. 
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年未掲載） 
 
松原茂樹、田口玲奈：妊娠悪阻	 周産期診療指針 2010	 84-87.	  東京医学社（昨年未掲載） 
 
松原茂樹；過期妊娠の取り扱い。周産期診療指針 2010	 328-330.	  東京医学社（昨年未掲載） 
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大口昭英：研究する。松原茂樹（監修）臨床研究と論文作成のコツ	 東京医学社	 東京	 2011	 
pp114-233 
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2011. 
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柴原浩章、高見澤	 聡：抗透明帯抗体. (In) 卵子学 Oocytology、 
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柴原浩章、山口千恵子、角田啓道、橋元粧子、鈴木達也、鈴木光明： 
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鈴木光明：子宮頸がん検診リコメンデーション‐HPV-DNA検査併用検診にむけて‐ 

公益社団法人日本産婦人科医会 p1-8,2011. 
 
鈴木光明：遺伝性婦人科癌	 第 8章 BRCA遺伝子変異陰性患者のマネジメント（訳者） 

監訳	 青木大輔  医学書院	 2011年 11月 15日 
 
鈴木達也、橋元粧子、池田伴衣、島田和彦、柴原浩章、鈴木光明：「産婦人科の薬剤使用プ
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  アル	 羊土社, p535-539,2011. 
 
瀧澤俊弘、石橋宰、松原茂樹、右田真、竹下俊行：胎盤から母体循環に分泌されるエクソソーム。

実験医学	 2011;29:392-398. 
 
渡辺	 尚：妊娠中後期の外来での妊婦診察概論．周産期医学 2010;40,増刊号:56-58 
 
渡辺 尚：妊娠中後期の血液検査．周産期医学 2010;40,増刊号:59-60 
 
  



講演・その他 
 
Hiroaki Shibahara：[Concurrent Symposia：Management of PCO Patients] PCO and transvaginal 
hydrolaparoscopic ovarian drilling (THLOD).  
16th World Congress on In Vitro Fertilization, Tokyo, Japan, Sep 11, 2011. 
 
藤原寛行 [教育講演]：再発卵巣癌の化学療法―新規プロトコル(GOTIC-003)を中心に―. 第 7回
GOTIC教育セミナー. 大宮、2011年 1月 6日. 
 
藤原寛行 [講演]：子宮頸がんと予防ワクチン. 第 4回県南ブロック会議. 下野市、2011年 1月 26
日. 
 
藤原寛行 [講演]：再発卵巣がんに対する化学療法. 再発卵巣がん治療セミナー. 岡山、2011年 2
月 20日. 
 
藤原寛行 [市民公開講座]：HPVワクチン普及へむけて. 第 50回日本婦人科腫瘍学会市民公開講座. 
札幌、2011年 7月 21日.  
 
藤原寛行 [パネルディスカッション]：再発卵巣がん治療におけるドキシル＋カルボプラチン併用
療法標準化への展望. Treatment strategy update in ovarian cancer. 大阪、2011年 8月 6-7日. 
 
藤原寛行 [スポンサードシンポジウム]：再発卵巣がんに対する治療戦略. 第 74回栃木県産科婦人
科学会. 宇都宮、2011年 9月 4日. 
藤原寛行 [ランチョンセミナー]：再発卵巣癌の化学療法―ASCO2011と今後の展望―. 第 25回日
本臨床細胞学会関東連合会学術集会. 横浜、2011年 9月 10日. 
 
藤原寛行 [特別講演]：子宮内膜症・月経困難症に対する薬物治療. 両毛産婦人科医会. 館林、2011
年 11月 18日.  
 
平野由紀：[シンポジウム：ARTの妊娠率向上に必要な不育症・習慣流産診療]  
不育症女性血中 NK細胞活性値を指標とする OK432療法の有用性. 第 29回日本受精着床学会、東
京、2011年 9月 10日. 
 
郡山純子、柴原浩章、白石康子、橋本粧子、島田和彦、平野由紀 (発表者)、鈴木達也、山
口千恵子、角田啓道、鈴木光明：[胚培養士セッション：受精障害ワークショップ] 抗精子抗体
による受精障害の予知と対策 
第 52回日本哺乳動物卵子学会、那須塩原、2011年 5月 21日. 
 
桑田知之：[教育講演]	 「妊娠初期の超音波検査と最近の超音波新技術について」	 第 29回産婦
人科 MEセミナー	 2011年 1月 23日	 東京 
 
桑田知之：[教育講演]	 「産婦人科領域の実践超音波検査（８）	 ３D超音波の有用性」栃木超音



波研究会第 10回特別セミナー	 2011年 1月 10日 
 
桑田知之：[教育講演]	 「Fetal Growth Restriction（FGR）：妊婦健診で小さな胎児を見た時の注
意点」	 宇都宮産婦人科医及び各郡支部合同研修会	 2011年 5月 13日	 宇都宮 
 
桑田知之：平成 23年度栃木県助産師就業支援研修「‐周産期医療の最新情報‐胎児心拍数モニタ
リング」	 2011年 11月 4日	 とちぎ健康の森	 栃木県看護協会内 
 
桑田知之：平成 23年度栃木県助産師就業支援研修「‐周産期医療の最新情報‐妊娠期・分娩期の
胎児診断」	 2011年 11月 10日	 自治医大看護学部 
 
桑田知之：平成 23年度栃木県助産師就業支援研修「‐周産期医療の最新情報‐妊娠期・分娩期・
産褥期の異常とその対応」	 2011年 11月 10日	 自治医大看護学部 
 
町田静生：[教育講演]	 「産婦人科領域の実践超音波検査（１）婦人科疾患の見方と考え方」栃木
超音波研究会第 10回特別セミナー	 2011年 1月 10日 
 
町田静生：[教育講演] 	 産婦人科領域の実践超音波検査	 婦人科疾患の見方と考え方.栃木超音波
研究会	 第 10回特別セミナー.	 下野市、2011年 1月 10日. 
 
松原茂樹：	 2011年宇都宮産婦人科医会・郡支部合同研修会	 Introductory Remarks: FGRの分
類。2011年 5月 13日、宇都宮 
 
松原茂樹：	 妊娠中・授乳中のくすりの使い方。第 31回薬剤師研修会。地域社会振興財団。2011
年 6月 15日。自治医大	 （同抄録集 9-12） 
 
大口昭英：HPVワクチン‐子宮頸がんの予防と治療‐	 市貝町役場	 2011年 6月 15日 
 
柴原浩章：[大学院講義] 不妊と免疫.  平成 22年度生殖補助医療胚培養特論、 
国際医療福祉大学、東京、2011年 1月 20日. 
 
柴原浩章：[教育講演] 生殖とホルモンの基礎知識.  
ナースのための ART医学セミナー、ART nurse academy 2011、東京、 
2011年 5月 29日. 
 
柴原浩章：[特別講演] 男性不妊症診療の最前線.  
栃木泌尿器科疾患学術講演会. (自治医科大学腎泌尿器外科学講座)、 
宇都宮、2011年 6月 19日. 
 
柴原浩章：[シンポジウム：免疫が関与する不妊症の最新動向] 抗精子抗体による不妊症. 第 29回
日本受精着床学会、東京、2011年 9月 10日. 
柴原浩章：[講義：不妊相談に必要な生殖医学] 生殖医療の最新情報. 



日本生殖医療心理カウンセリング学会	 生殖心理カウンセラー養成講座. 東京、2010年 12月 3日. 
 
柴原浩章：[ランチョンセミナー] 卵巣刺激法の個別化 (iCOS) ～より安全で、より優れた ART成
功率を目指して～.   
第 56回日本生殖医学会、横浜、2011年 12月 8日. 
 
柴原浩章：[講義：不妊相談に必要な生殖医学] 生殖医療の最新情報. 
日本生殖医療心理カウンセリング学会	 不妊相談師 (不妊コンサルタント)養成講座. 東京、2010
年 12月 17日. 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ	 ‐ワクチン接種とがん検診受診率の向上を目指して‐	 

第 52回日本臨床細胞学会総会.	 2011年 5月 21日	 福岡市 
 
鈴木光明：HPVワクチンの普及にむけて. 第 124回近畿産科婦人科学会学術講演会イブニングセ
ミナー.	 2011年 6月 18日	 和歌山市 

 
鈴木光明：再発卵巣癌 overview. 第 74回栃木県産科婦人科学会シンポジウム.	 2011年 9月 4日	 宇都
宮市 
 
鈴木光明：HPVワクチンの意義とその普及をめざして. 第 29回日本受精着床学会総会	 ランチョンセ
ミナー.	 2011年 9月 10日	 東京 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防するがんである	 ‐HPV ワクチンと HPV  DNA 検査の普及をめざして
‐ 平成 23年度子宮がん検診従事者講習会.	 2011年 12月 1日	 水戸市 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防できる時代へ. 日医生涯教育協力講座. 2011年 1月 29日	 高松市 
 
鈴木光明：精度の高い子宮頸がん検診に向けて‐HPV-DNA検査を中心に‐子宮頸がん征圧をめざ
す専門家会議.	 プロフェクショナルセミナー.	 2011年 2月 3日	 東京都 
 
鈴木光明：子宮頸がん予防の新たな戦略. HPVワクチン接種講演会.	 2011年 2月 10日	 豊橋市 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ‐検診とワクチン‐ 日医生涯教育協力講座.	 2011年 2月
11日	 千葉市 
 
鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン）. 第 15回結核予防関係婦人団体中央講習会.	 
2011年 2月 15日	 東京都 
鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチン. 市民公開講座.	 2011年 2月 8日	 宇都宮市 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ. 子宮頸癌予防接種講演会.	 2011年 2月 20日	 大仙市 
 
鈴木光明：子宮頸癌を知る！	 予防する！ パソナグループ健康セミナー.	 2011年 3月 2日	 東



京都 
 
鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチン	 ‐子宮頸がんは予防の時代です‐ 第 749回	 松本市医師会
生涯教育講座.	 2011年 3月 10日	 松本市 
 
鈴木光明：HPVワクチンの普及にむけて. 日野市医師会学術講演会.	 2011年 4月 4日	 日野市 
 
鈴木光明：精度の高い子宮頸がん検診に向けて	 ‐HPV  DNA検査を中心に‐ 第 38回栃木県産
婦人科医会特別研修会.	 2011年 5月 15日	 宇都宮市 
 
鈴木光明：HPVワクチンの普及を目指して.	 日医生涯教育協力講座.	 2011年 5月 28日	 鹿児
島市 
 
鈴木光明：子宮頸癌予防ワクチンの普及をめざして. 第 9回市民公開講座.	 2011年 6月 4日	 宇
都宮市 

 
鈴木光明：子宮頸癌ワクチン（HPVワクチン）の普及をめざして. 那須烏山医師会講演会.	 2011
年 6月 9日	 那須烏山市 
 
鈴木光明：HPVワクチンによる子宮頸がん予防とその普及にむけて. 日本医師会生涯教育講座.	 
2011年 6月 11日	 盛岡市 
 
鈴木光明：HPVワクチンの普及にむけて. 中四国婦人科腫瘍フォーラム.	 2011年 6月 17日	 岡
山市 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代です！	 ‐ワクチンと検診‐ 子宮頸がん予防講演会.	 2011
年 6月 21日	 那須烏山市 
 
鈴木光明：HPV-DNA検査と細胞診併用による精度の高い子宮頸がん検診実施にむけて. 小山地区
頸がんを考える会.	 2011年 6月 22日	 小山市 
 
鈴木光明：HPVワクチンの普及を目指して. 第 16回札幌婦人科ネットワーク.	 2011年 7月 2日	 
札幌市 
 
鈴木光明：子宮頸がん予防ワクチン接種とその普及にむけて. 胆江地区学術講演会.	 2011年７月
15日	 奥州市  
 
鈴木光明：HPVワクチンの普及をめざして. 第 34回日本産婦人科医会性教育指導セミナー全国大
会.	 2011年 7月 31日	 別府市 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ	 ‐ワクチンとがん検診‐ 平成 23年度東京都子宮頸がん
予防講演会.	 2011年 7月 26日	 東京都 



 
鈴木光明：HPVワクチンの意義とその普及をめざして. ガーダシルエキスパートフォーラム	 
2011年 8月 4日	 深谷市 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ.	 子宮頸がん啓発 DAY.  2011年 9月 4日	 小山市 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ	 ‐ワクチンと精度の高いがん検診‐ 公明党勉強会.	 2011年 9
月 3日	 東京都 
 
鈴木光明：（I）子宮頸がん検診リコメンデーション（II）HPVワクチンの普及に向けて. 第 47回記者懇
談会.	 2011年 9月 14日	 東京日比谷記者クラブ 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代です. 「女性の病気とがん」セミナー.	 2011年 9月 15日	 宇都
宮市 
 
鈴木光明：HPVワクチンの意義とその普及をめざして. ガーダシルエキスパートフォーラム.	 2011年
9月 12日	 大館市 
 
鈴木光明：HPVワクチンの意義とその普及をめざして. ガーダシルエキスパートフォーラム.	 2011年
9月 24日	 東京 
 
鈴木光明：子宮頸がんは予防の時代へ.	 第 50回日本臨床細胞学会秋期大会	 市民公開講座.	 2011年
10月 15日	 東京 
 
鈴木光明：HPVワクチンの意義とその普及をめざして. 子宮頸がん予防最新の話題.	 2011年 10月 26
日	 東京 
 
鈴木光明：子宮頸がん	 ‐治療するがんから予防するがんへ‐ KOMAJO グッドスタートプロイラム.	 
2011年 10月 27日	 駒沢女子大 
 
鈴木光明：子宮頸がん征圧にむけての子宮頸がん検診	 「子宮頸がん予防法案を理解する」緊急議員セ

ミナー.	 子宮頸がん征圧をめざす専門家会議.	 2011年 12月 20日	 東京	 衆議院議員会館 
 
鈴木達也、柴原浩章、鈴木光明：[シンポジウム：Fertilization機構の解明、新たな展開] ヒト受
精機能検査の現状.  
第 52回日本哺乳動物卵子学会、那須塩原、2011年 5月 21日. 
 
高橋宏典：[教育講演]	 「産婦人科領域の実践超音波検査（６）妊娠中期の胎児スクリーニング検
査法」栃木超音波研究会第 10回特別セミナー	 2011年 1月 10日 
 
高橋佳代：[教育講演]	 「産婦人科領域の実践超音波検査（３）産科で行われている超音波ドプラ
検査」栃木超音波研究会第 10回特別セミナー	 2011年 1月 10日 



 
高見澤聡：[教育講演]	 「産婦人科領域の実践超音波検査（２）最新不妊治療のトピックス」栃木
超音波研究会第 10回特別セミナー	 2011年 1月 10日 
 
渡辺	 尚：[性教育講演] 大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知っておくべきこと―．栃
木県立茂木高等学校，茂木町，2011年 6月 13日． 
 
渡辺	 尚：[性教育講演] 大切にしよう自分の心とからだ―今、自分が知っておくべきこと―．栃
木県立宇都宮商業高等学校，宇都宮市，2011年 6月 20日． 
 
渡辺	 尚：[性教育講演] みつめよう	 思春期の心とからだ．栃木市大平文化会館，栃木市，2011
年 10月 7日． 
 
 
 
 


